
























Ⅰ.研究目的 

産科において問題になる血栓症は,第一に DICであり,次に妊娠時および産褥血栓症である。

また,胎児発育に影響を与える絨毛間腔血栓や一卵性双胎における 1 児死亡と他児の血栓

も重要な問題である。婦人科においては,medroxyproges-terone acetate 療法時及びピル

服用時の血栓症の問題がある。血栓形成の三条件として,昔から血液性状の変化,血管壁の

異常,血液の停滞があげられている。以上の 3点から,血栓症予防に関する研究を行う。 


